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緒 言

われわれは昭和34年 以来4回 にわたつ て,肺 結 核 外

来化学療法のX線 学的改善 と治療終了後のX線 学 的悪化

とを左右する と思われ る背景因子につ き検討 し 報 告 し

た。化療終了後のX線 学的悪化 に関 しては,年 令,治 療

開始時の病型,終 了時 病型,終 了時 の病巣の拡 りお よび最

大病巣の大きさ,終 了時 のX線 改善度,化 療既往 の有無,

就労治療か自宅 安静か,お よび化療の種類 と期間の10因

子を と りあげその影響 を検討 した。今 までの成績では,

外来治療 の対象 は大部分空洞のない,軽 度進展例である

が,こ の程度 の症 例では年令,終 了時の病型お よび最大病

巣 の大 きさ,化 療期 間の4因 子が終了後の悪化に影響す

ることが明らか にされた。しか し終了時の病巣 の拡 り,3

者併用な どの影響につ いては例数が少な く検討で きなか

つた。今回は昭和35年1月 ～12月 間に化療 を終了 した症

例 を追加 し初 回治療2,520例,再 治療944例 につ いて,

上記 の終 了時病巣 の拡 り,3者 併用 の影響 を検討 した◎

対象お よび方法

対象は昭和28年1月 よ り35年12月 までに外 来 で6

ヵ月以上の化療を実施終了 し,ひ き続 き観察 しえた症例

で,初 回治療2,520,再 治療944,計3,464例(男2,140,

女1,324)で あ る。この症例の治療 開始時 のBackground

factorは 第3報 に報 告 した もの とほぼ等 しく,大 部分

は空洞 のない(空 洞例 は11～13%)症 例 で あ り,拡 り

も一側肺 の1/3以 内か全例 の314～4/5を 占 め る軽 症結

核で あるが,INH毎 日PAS(以 下Idp)併 用 お よび3

者併用例 の割合が第3報 に比 し,初 回例 の28%,再 治療

例 の24.6%と 前回 の倍に増加 し,治 療期 間は12カ 月以

上が初73%,再63%,18カ 月以上は44%,34%と な

り,ま た終了後の観察期間 も3年 以上が,初37%,再

41%,5年 以上がそれぞれ12.0%,16.8%と 増加 して

い る。調査方法 も第3報 に報告 したの と同様で ある。

成 績

1.初 回治療群におけ る化療終了後のXPの 悪化頻度

2,520例 の化療期間は1年 以上が73.0%,18カ 月以

上44%,2年 以上23.0%で 終了時空洞 あ りはわずか3

%でCB36%,CCお よびD56%で 大部分 を占め る。

(1)終 了時病型別にその悪化頻度をみ ると表1の よ

うに空洞型,B型 の例数は少ないが悪 化頻度は当然高 く,

ついでCB,CCの 順 となる。 うち もつ とも症例数の多

いCB,CC群 について年 令別 に悪化 率をみ ると(表2),

30才 以上群では ～29才 群に比 し悪化は少な く,こ とに

終了時CB型 ではその差が著 しい。同年令層ではCB型

はCC型 より悪化 が多い。 この終 了時CB,CC型 につい

て年令を ～29才,30才 以上の2群 に分けて各群の化療

終了時のBackgroundfact◎rを 表3に 示 し た。CB,

CC型 を比較す る とCC型 のほ うが化療期間長 く,3者
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Table1. RadiologicalAggravationaftertheCessati◎ 難ofChemotherapy,

byTypeofLesionattheEndofOrigi捻alTreatment

419

＼ ＼ く雅'ε謡～濫 藩 轟夢α

Typeofles三 〇麺atthee雄d
ofche醜othefapy

～56
～11】m.

】mo登ths。
12～17漁.18～23m.24～35m.36～59m. 60廊.～

B

Numberobserbed

Numberaggravated

76

7
(9.2)

60

6
(18.3)

46

1
(20.1)

38

3
(26.4)

28

0
(26.4) )

4

2

5

2

。
23(

10

1

(39。0)

CB

Numberobserved

Numberaggravated

902

13
(1.4)

845

17
(3.3)

699

14

(5。2)

595

12
(7.1)

501

20
(10.8)

345

25
(17.2)

115

3
(19.4)

CC

Numberobserved

Numberaggravated

1,360

12
(0.9)

1,305

18
(2.3)

1,103

8
(3.0)

916

7
(3.8)

765

16

(5。8)

501

16
(8.7)

17ro

9
(13.5)

Tuberculoma

Numberobserved

Numberaggravated

7

0

4 46

1
(2.1)

37

(2.1)

29

(2。1)

25

1
(6.0)

18

(6.0)

10

(6。0)

Cavity

Numberobserved

Numberaggravated

81

2
(2.5)

74

3
(6.4)

58

3
(11.2)

48

5
(20.5)

34

3
(27.5)

22

2
(34.1)

7

1

(43。5)

Others

Numberobserved

Numberaggravated

54

(0.0)

53

1
(1.9)

44

(1.9)

40

(1.9)

37

2
(7.2)

26

(72)

8

(7.2)

Total

Numberobserved

Numberaggravated

2,520

34

(1。35)

2,383

46

(3。2)

1,987

26
(4.5)

1,664

27
(6.0)

1,390

42
(8.8)

936

45
(13.2)

320

14
(17.0)

Notes:Figuresi無pafeathesisde総o乞ethecu凱 繊1ativerateofagrravatiozlcalcωatedbylifetablemethod.

B:Poorlydefi無edshadows穏ggesti罰giafiltrat気vecaseousfod.

CB:Intermediatetypebetwee登typesBa獄dC.

CC:Wdlde伽edshadowwithoτwitho犠tshr三 簸kagesuggesting飾r◎case◎usfoci.

Table2. RadiologicalAggravati◎naftertheCessationofChemotherapyintheCasesof

CBandCCTypeofLesionattheEndofOrigi鷺alTreatmeatbyAge

Duratioaofobsevat三 〇aafter

thee纂dofche鵬otherapy

Age

CBtypelesioa
attheend
ofchemo-
therapy

10～19

20～29

30～39

40～

Tota1

Numberobserved

Numberaggravated

Numberobserved

Numberaggravated

Numberobserved

Numberaggravated

Numberobserved

Numberaggravated

Numberobserved

Numberaggravated

～5

醜0獄ths.

143

1
(0.7)

356

9
(2.5)

221

2

(0。9)

182

1
(0.6)

902

13
(1.4)

6～11m.

)

R
)

F◎

3

り0

雷

-
ゐ

4(

331

7
(4,5)

207

5
(3.3)

169

0
(0.6)

845

17
(3.3)

12～17m. 18～23凱. 24～35】=n. 36～59m.

113

7

(10。2)

多

268

4
(6.0)

168

3
(5.0)

150

0
(0.6)

95

4
(13.8)

　

226

4
(7.6)

143

3
(7.0)

131

1
(L3)

79

3
(17.3)

191

12
(13.4)

51

11
(35.2)

125

9
(19.7)

118

4
(10.1)

113

1
(2.2)

85

1
(11.2)

84

4
(6.9)

6◎ロ1.～

699

14
(5.2)

595

12
(7.1)

10

0
(35.2)

44

1
(21.5)

501

20
(10.8)

34

0
(11.2)

27

2
(13.8)

345

25

(17。2)

`

115

3
(19.4)
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Typeof
lesio無

～5

凱onths.
6～1hn.12～17m,18～23疏 。24～35m.36～59m.60m。 ～

CCtypelesi◎n

attheend

ofchemo轍

therapy

10～19

Numberobserved

Numberaggravated

269

1

(0。4)

2562201761448028

951615

(3.9)(6。1)(6。6)(10.5)(11.6)(27。3)

20～29

Numberobserved

Numberaggravated

520

9
(1.7)

497

7
(2.1)

399

1
(2.4)

334

3
(3.2)

278

6
(5.3)

117

8
(9.5)

65

2
(12.3)

Numberobserved

30～39N
umberaggravated

330

0
(0.0)

32227723419914246

223251

(0。3)(1.0)(2.3)(3.3)(6、6)(8.7)

Numberobserved

40～
Nu磁beraggravated

238

2

(0。8)

23020717214410231

000221

(0.8)(0.8)(0.8)(2.2)(4.1)(7。2)

Numberobserved

TotalN
umberaggravated

1,360

12
(0.9)

1,3051,103916765501170

188716169
(2.3)(3.0)(3.8)(5.8)(8.7)(13.5)

Notes:Fig犠resinpare簸thes薫sde簸otethecu驚ulaもiverateofaggravatioaca1cu!atedbylifetablemethod.

+ldpの 割合 もCB型 に比 し多い。 同一病型では ～29

才,30才 ～ の2群 間には開始時病型が ～29才 群に新

しい ものが多 く,ま た30才 以上群に拡 りが広 く,病 巣

の大 きい ものが多い。表1に み られ るように悪化 は終了

後 の期間に関係 な く,毎 年 同じよ うな割合 で生 じている

ことが分かる。CB型 では年間お よそ4%,CC型 では

2%前 後である。

(2)終 了時CB,CC型 につ いて年令別,治 療 期 間

別 に悪化頻度 をみたのが表4,5で ある。各 群 と も1年

未満 より1年 以上,さ らに1年 半以上 と化療期間が長い

ほ ど悪化は少な く,こ とにCB型 群ではその関係が著 し

いo

皿.再 治療群 におけ る化療終了後 のXPの 悪化頻 度

944例 の化療期間は1年 以 上63.0%,18カ 月以上

34。0%,2年 以上 約19%で 終了時には空洞あ り約7%,

CB34%,CCあ るいはD53%と 初回例 に比 し化療期

間やや短 く,空 洞残存例 もあるが,CB,CC型 が大部分

を占める軽症結核であ る点は同 じである。

(1)終 了時病型CB,CC型 について年 令別 に悪化頻

度をみ ると表6に 示す ようにCB型 はCC型 より悪化率

高 く,～29才 群は30才 以上 群に比 し悪化は多 く,初 回

例におけ ると同様の傾向がみ られ る。初回例に比較す る

とCB型 において とくに悪化率 は高い よ うで あるが,各

群の終了時のBackgr◎undfactorは 表7に 示す ごと く,

初 回例(表3)と やや異 な り,再 治療例は初回例に比 し

化療期間 の短い もの多 く,Iipの 割合が多 く,また拡 りや

最大病巣の大 きな ものが多い。 したがつてBackgrou籍d

factorを マ ッチ させて比較 しない と初回例 と再治療 例 と

でCB型 の場合 に終 了後 の悪化 が異 なるか否か は決め ら

れ ない。 この よ うな比較を行なつた第4報 の成績で は両

群間に有意差は認め られていない。

(2)終 了時CB,CC型 につ き年 令別,化 療期間別に

みた悪化頻度を表8,9に 示す。 各群 の症例数少 な く,

初回例 ほ どはつ きりした化療 期間の影響は認め られてい

ない。

皿.化 療終 了後 のX線 学的悪化 に影響 す る因子の検討

(他の諸因子を同 じ割合に含む群間 の比較)

終了後 の悪化 に影響す る因子の検討について は,今 回

は 目的 とす る因子以外 のBackgroundfactor中,と く

に今 までの成績でその影響が 明らか にされ ている年令,

終了時病型,最 大病巣 の大 きさ,化 療期 間お よびIipと

3者 併用+Idpの 割合の5因 子に ついて は 必ず 比較 各

群間に同 じ割合に含 まれ る ようマ ヅチ させた症例群を用

いて以下の因子 の影響 を検 討 した。な お 悪化率 はLife

table法 に よる累積悪化率 を用 い有意差 の検討 は 第3報

第2篇 記 載の方 法に よつた。

(1)イ ヒ療i種類

前回 までに3者 併用 とINH毎 日PAS法 の比較(第

4報)とsip→lip群 とIip群 での比較(第3報 第2篇)

を行 ない,前 者 では差 はな く,後 者ではIip群 に悪化 の

やや多い こと(有 意差 には なつて いない)が 認 め ら れ

た。 したがつて今回 は初 回例 を用 いて,3者 十ldp,Sip→

Iip,Iipの3群 間で終 了時病型,年 令,治 療期 間,終 了

時拡 り,終 了時最大病巣 の大 きさのBackgroundfactor

を一定 として比較 し,あ わせて,Sip→Iip群 とIip群 と

の比較 も再検討す ることに した。成績 は表10に 示 した

ごとく,*印 は有 意差 が認 め られ る時点 を示 してあ るが,

3者+ldp群 はSip→Iipあ るいはIip群 より明らか に
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Table3. BackgroundFactorsin,theDifferentAgeGroupsofCBa篇dCCType

LesionsattheEndofOriginalTreatment

Typeoflesio轟attheeムdofche懲otherapy CBtypeles三 〇籍 CCtypelesion

U溢der29years 30yearsandover Under29years

Nほ 斑bα
◎bseτved

Perce滋t

499 1◎0.0

3◎yea,rsa菰dover

Agegroup

Tota1

Perc　 t盤 轟
　

i403
　

NumberPerce獄t
obseτved

100。0 789

A

B

cB

16

258

3.2

51.6

9

151

2.2

37.4

24

313

Nu搬berPeτcentPerce跳t

◎bseτved

100。 ◎ 571
}1・ ・.◎

Typeoflesionatthe

beginningof

chemotherapy CC

Cavity

Others

171

2

50

2

34.2

0.4

10.0

0.4

209

34

52.0

8.4

247

104

91

10

3、0

40.0

31.0

13.2

11。5

1.3

4

123

234

176

27

7

0.7r

21、6

41.0・

30.8

4.7

1。2

6～11 182 36.5 117 29.0 171 21.6 125 21.8

12～17 147 29.5 120 29.8 205 26.0 173 30.2

Duration◎fchemotherapy

(months)
18～23 83 16.6 74 18.3 192 24.4

ρ

132 23.2:

24～35 79 15.8 89 22.2 189 24.0 129 22.6

36～ 8 1.6 3 0.7 32i4.Ol 12 2.1

Regimenofchemotherapy*

Sip

Sip→lip

Iip

Idp

Slp

Others

105

120

142

52

56

24

21。0

24.0

28.5

10.4

11.2

4.8

58

73

143

58

52

19

14.4

18.1

35.4

14.4

12.9

4。7

109

173

208

124

132

43

14.8

22.0

26.4

15.7

16.7

5.4

44

83

221

126

58

39

7.7

14.6

38.7

22.0

10.2

6。8

Extentoflesi◎natthe

endoftreatment**

1

2

3

4

331

130

37

1

66.3

26.1

7.4

0.2

166

181

56

41.0

45.0

14.0

607

160

22

77.0

20.2

2.8

311

197

63

54.5

34.4

11.1

←
1 107 21.5 46 11.4 359 45.5 168 29.5

2 259 52.0 204 50.5 324 41.0 252 44.0・

Maximalsizeoflesionat

theendoftreatment*** 3 121 24.1 115 28.5 90 11.4 117 20.5

4 11 2.2 37 9.2 15 1.9 33 5.8

5 1 0.2 1 0.2 1 0.1 1 0.2

串Regime塾ofchemotherapy
.

Sip:SMtwiceweekly十PAS.

SえP→lip:SMtw気ceweekly十PASforlo急gerth鍛6脚 夏thsfoU◎wedbylNHtwiceweek!y牽PAS .

Iip:工NHtwiceweekly十PAS .

Idp:INHdaily十PAS.

Slp;SMtwiceweekly十INH十PAS.

毒寧Extentoflesio聡
。

Exteat1:Lesstha且1/60fo臓elu且gfield.

〃231/6～1/30fo且e王u二g冠eld .

〃3:1/3～10蕊eluag丘eld .

〃4:斑Ofetha箆0箆eh1塾gfield ,
ゆ紳Maxi憩alsizeofles三 〇ロ

。

1;】Less亡haコ ユ0.5c颯 .

2=0.5～0.9c1惣.

3=LO～1.9c釦 ロ.

4:2.0～3.9c斑.

5二4。Ocma1主dover.
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Table4.RadiologicalAggravationaftertheCessatio無ofChemotherapyinthe

CasesofCBTypeLesionattheE捻dofOriginalTreatment,

byAgeGroupandDurationofChemotherapy

Age

DUfationofobservatio轟after

D_t薫 。lh乱e蕊dofchem.the「apy蹴 品96-1-2-17凱18-23瓢24-35鱗 ・36-59飢6・ 瓜 一

gr。up＼treatment}

～29

yearsold

6～11

mo倣hs。

Numberobserved

Numberaggravated

182166135116976521

58736121
(2.7)(7.4)(12.2)(14.5)(19.8)(34.6)(37.8)

12～17

m.

Numberobserved

Numberaggravated

14713811995805523

4224360
(2.7)(4.1)(5.7)(9.7)(13.1)(22.4)(22.4)1

18～23

m.

Numberobserved

Numberaggravated

838158

120
(1.2)(3.6)(3.6)

5248295

0320

(3.6)(9.7)(15。9)(15.9)

24m.～

Numberobserved

Numberaggravated

878469

002

(0.0)(0。0)(2。9)

5845275

1300

(4。6)(11.0)(11.0)(11.0)
じ

Tota1

Numberobserved

Numberaggravated

499469381

101211

(2。0)(4。5)(7.3)

32127017654

815201

(9.6)(14.5)(24。3)(25.7)

6～11

m.

Numberobsαved

Numberaggravated

117

0
(0.0)

110938475

2022
(1.8)(1.8)(4.2)(6.7)

58

3
(11.5)

27

2
(18.1)

12～17

m.

30yearsold18～23

andoverm.

Numberobserved

Numberaggravated

120

0
(0.0)

114998267

2110
(1.8)(2.7)(3.9)(3.9)

55

1
(5.7)

18

0
(5.7)

92

0
(0.0)

65

0
(3.8)

Tota1

Numberobserved

Numberaggravated

403

3

(0。8)

376318274231

5345
(2.1)(3.0)(4.4)(6.5)

169

5
(9.2)

61

2
(12.2)

Notes:Figuresi鉱parenthes三sdenotethecum縫1at三verateofaggravatio益calculatedby三ifetablemethod.

悪化 は少 ない。Sip→lip群 とIip群 との差は 明らか と

は いえない◎

(2)終 了時 の最大病巣の大 きさ

第4報 までの成績では1`〃3以 上 の病巣を有す る例で

は1伽 未満の病巣 のみの例 より悪化 の多い ことが示 さ

れ たが,今 回は ～0。50獅 と0。5～1`魏 未満の2群 間の

比較で,初 回例 について行 なつ た◎両群 のBackgrou薮d

factor,す なわ ち終 了時病型,終 了時 拡 り,治 療期間治

療 法種類,年 令を一定 として比較す ると両群間に差は認

め られない(表11)。

(3)病 巣 の拡 り

拡 りの点 につ いては症例 の大部分が一側肺の1/3以 内

のため他のBackgroundfactorを 揃えて1/3以 内とそ

れ以上の もの との比較は症例 が少な くで きなかつ たが,

今回は1/3以 内の うちさ らに1/6以 内(以 下拡 り1と す

る)と,1/6以 上1/3以 内(拡 り2),拡 り2と 拡 り3

(1/3以 上 一側肺以内)の 組合せで 終 了時病巣 の拡 りの

悪化への影響 をみた◎ まず拡 り1と2の 比較 は初回例で

拡 り以外の5因 子を一定 とした群 につ いてみた結果,拡

り2は1よ り明 らか に悪化率 は高い(表12)◎ っ ぎに拡

り2と3の 比較 では初 回例で 同様 にBackgroundfact◎r

を揃 えて比較す ると,悪 化率 は表13に 示 す よ うに な り

両群間 に有意差は認め られない。(考 察お よび結 論は第

2篇 において一括 して述べ る。文献略)
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Table5・RadiologicalAggravationaftertheCessationofChemotherapyinthe

CasesofCCTypeLesionattheE獄dofOriginalTreatment
,

byAgeGroupandDuratio擁ofChemotherapy

10～29

yearsold

Duratioぬofobservat三 〇naftα

theendofche£notherapy

D級 τatio簸of

treat霊 τ1e=}t

～5

mo就hs.
6～11m.12～ ユ7m.18～23m.24～35m ,36～59m. 60斑.～

30years

oldandover

6～11

mo嶽ths.

Numberobserved

Numberaggravated
庶

171

4

(2。3)

161

3
(4.2)

125

2
(5.7)

102

0

(5。7)

89

3
(8.8)

63

3
(13.2)

31

1
(15.9)

12～17

m.

Numberobserved

Numberaggravated

205

4
(2.0)

195

6

(5。0)

163

2
(6.1)

139

3
(7.3)

106

4
(10.8)

69

3
(14.6)

29

4
(26.4)

18～23

m.

Numberobserved

Numberaggravated

192

0
(0.0)

183

1
(0.6)

153

1
(1.2)

120

1
(2.0)

100

1
(3.0)

60

3
(7.8)

17

0
(7.8)

24m.～

Numberobserved

Numberaggravated

221

2
(0.9)

214

6
(3.7)

178

1
(4.2)

149

0
(4.2)

127

4
(7.2)

65

0
(7.2)

16

2
(18.8)

Total

Numberobserved

Numberaggravated

789

10
(1.3)

753

16
(3.4)

619

6
(4.3)

510

4
(5.0)

422

12

(7。7)

257

9
(10.9)

93

7
(17.6)

6～11m.

Numberobserved

Numberaggravated

125

1

(0。8)

119

0
(0.8)

105

0
(0.8)

97

1
(1.8)

89

1
(2.9)

76

4
(8.0)

30

1
(11.1)

12～17

m。

Numberobserved

Numberaggravated

173

1
(0.6)

170

1
(1.2)

147

0
(1.2) )

3

噸⊥

0

2

。

-
▲

9
U(

100

1
(2.9)

67

1
(4.4)

22

0
(4.4)

18～23

m.

24m.～

Numberobserved

Numberaggravated

Numberobserved

Numberaggravated

132

0
(0.0)

141

0
(0.0)

(0.8)

137

0
(0.0)

)

ー
ム

AU

nδ

■⊥

.

1

0(

121

2
(1.7)

86

0
(0.8)

100

1
(2.6)

(2.2)

83

1
(3.8)

(4.1)

49

1
(5.8)

12

0
(4.1)

13

1

(13。1)

Total

Numberobserved

Numberaggravated

571

2
(0.4)

552

2

(0。7)

484

2
(1.1)

406

3
(1.8)

343

4
(3.0)

442

)

7

謬

7

謬ゆ5(

77

2
(8.2)

N。tes:Figu・6・ ま夏parenthesi・dea。tethec…1ativerate・faggravati。
夏calculatedby1ifetable粗eth。d.
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Table6.

結 核 第38巻 第10号

RadiologicalAggravationaftertheCessationofChemotherapyintheCasesof

CBandCCTypeLesionattheEndofRetreatment,byAgegroup

Typeof
1esえonat

theendof
che斑o-

therapy

Duratioaofobservatioaafter

thee蹴dofchemotherapy

Agegroup
■

繊years

～5

組 〇二ths.
6～11磁. 12～17血. 18～23】 【n. 24～35】n戯. 36～59】n臨. 60m.～

CB

10～19

Numberobserved

Numberaggravated

41

2
(4.9)

38

3
(12.4)

30

1
(19.3)

28

1
(18.3)

22

1
(29.1)

13

1
(27.9)

10

0
(27.9)

20～29

Number◎bserved

Numberaggravated

150

3
(2.0)

137

6

(6。3)

117

3
(8.7)

99

4
(12.4)

83

2
(14.5)

59

6
(23.2)

16

0

(23。2)

30～39

Number◎bserved

Numberaggravated

93

2
(2.2)

87

2

(4。4)

77

0

(4。4)

66

1

(5。8)

51

3
(11.4)

30

2
(17.3)

12

0
(17.3)

40～

Numberobserved

Numbeτaggravated

43

1
(2.3)

40

0
(2.3)

36

0
(2.3)

34

0
(2.3)

31

3

(11。8)

23

4
(27.1)

7

0
(27.1)

Tota1

Numberobserved

Numberaggravated

327

8
(2.4)

302

11
(5.9)

260

4
(7.3)

227

6

(9。7)

187

9
(14.0)

125

13
(22.9)

45

0
(22.9)

CC

10～19

Number◎bserved

Numberaggravated

46

1
(2.1)

444036302011

220112
(6.5)(11.2)(11.2)(14.1)(18.4)(33.3)

Numberobserved

Numberaggravated

236

2

(0。8)
)

8

5

0

9
ω

。

ウ
臼

3(

192

3
(4.6)

157

1

(5。2)

1319537

33

(7.4)(10.4)(12。8)

Numberobserved

Numberaggravated

136

1
(0.7)

131

(1.5)

120

0
(1.5)

111

(2.4)

925728

140

(3.5)(10。3)画(10。3)

Tota1

Numberobserved

Numberaggravated

Numberobserved

Numberaggravated

72

0
(0.0)

490

4

(0。7)

69

1
(1.4)

)

ウ
劇

◎
》
{b

7
5

骨

4

2(

59

0
(1.4)

411・

5

(3.8)

53

0
(1.4)

357

2

(4。3)

44

0
(1.4)

28

2
(8.4)

16

0
(8.4)

29720092

5103

(5.9)(10.6)(13。6)

Notes:Figuresi塁pare訟the8isde簸otethecu燃ulativerateofaggravatioacalcu1atedbylifetablemlethod。
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Table7.BackgmundFactorsintheDiffeτeれtAgeGroupsofCBand

CCTypeLesionsattheEndofRetreatment

Typeofleg㎞attheendofchemotherapy CBtype!e8三 〇簸 CCtypelesioΩ,

U無der29years30yearsa簸doverU臓der29years 30yearsandover

AgegrOuP NumberN粗】【滋befPerce蹴tPerce籠t
observedobserved

N慧mbeτNumberPerceatPerc
eatobseτvedobserved

Tota1 191 100.0 136 100.0 282 100.0 208 100.0

Typeoflesionatthe

beginpingof

chemotherapy

A

B

cB

CC

Cavity

Others

4

75

98

2

11

1

2.1

39.2

51.4

1.0

5.8

0.5

2

30

94

9

1

1.5

22.1

69.1

6.6

0.7

4

40

134

83

19

2

1.4

14.2

47。5

29.4

6.7

0.7

1

26

64

100

17

0.5

12.5

30.8

48.0

8.2

6～11 84 44.0 51 37.5 82 29.0 73 35.0

12～17 56 29.4 32 23.5 97 34.4 59 28.4

Durationofchemotherapy
(months)

18～23 27 14.1 22 16.2雛 44 15.6 33 16.0

24～35 22 11.5 30 22.1 45 16.0 35 16.8

36～
ざ'

2 1.0 1 0.7 14 5.0 8 3.8
膏

Sipl

・Sip→lip

IiかR
egimenofchemotherapyS

lp

Idp

`Oth
ers

24

17

112

15

13

10

12.6

8.9

58.5

7.9

6.8

5.3

6

14

70

25

14

7

4.4

10.3

51.5

18.4

10.3

5.1

14

23

146

46

30

23

5.0

8.1

52.0

16.3

10.6

8.1

5

19

107

40

22

15

2.4

9.1

51.5

19.2

10.6

7.2

Extentoflesionattheend

ofchemotherapy

1

2

3

4

90

74

25

2

47.2

38.8

13。0

1。0

65

39

29

3

48.0

28.6

21。3

2.2

170

80

31

1

60.2

28.4

11.0

0.4

75

74

54

5

36.0

35.6

26.0

2.4

5

Maximalsizeoflesionat

theendofchemotherapy 56

32.6

Notes:SametoTable3.
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結 核 第38巻 第10号.

Table8.RadiologicalAggravatio嶽aftertheCessatio轟ofchemotherapyintheCases

ofCBTypeLesionattheEndofRetreatment,byAgegroupand

DurationofChem◎therapy

AgegrouP

10～29

yearsold

Duratio蕊ofobservatio塾after
theendofche血otherpy～5

死瀦 評 ＼ 一_蹴.nths・＼一 .

6～U粗.ユ2～17m。18～23m.24～35m,36～59鮫. 60m。 ～

30yearsold

andover

6～11

months.

Numberobserved

Numberaggravated

84

5
(5.9)

71

4
(11.2)

60

2
(14.1)

53

1
(15.7)

49

2
(19.1)

32

1

(21。6)

17

0
(21.6)

12～17

m。

Numberobserved

Numberaggravated

56

0
(0.0)

55

3

(5。5)

45

0
(5.5)

40

3
(12.6)

28

0
(12.6)

20

1

(17。0)

『

8

0
(17.0)

18～23

m.

Numberobserved

Numberaggravated

27

0
(0.0)

25

2
(8.0)

19

1
(12.8)

16

0
(12.8)

14

0
(12.8)

10

3
(38.9)

1

0
(38.9)

24m.～

Numberobserved ・

Numberaggravated

24

0
(0.0)

24

0

(0.0)
卍

23

1
(4.3)

18

1
(9.6)

14

1
(16.0)

10

2
(32.8)

0

0
(32.8)

Tota1

Numberobserved

Nu慮beraggravated

191

5

(2。6)

175

9
(7.6)

147

4
(10.1)

127

5
(13.6)

105

3
(16.1)

72

7

(24。2)

26

0
(24.0)

6～11

m.

Nu瓜berobserved

Numberaggravated

51

2
(4.0)

46

1
(6.0)

42

0
(6.0)

36

1
(8.0)

27

2
(15.4)

19

2
(24.3)

9

0
(24.3)

12～17

m.

Numberobserved

Numberaggravated

32

0
(0.0)

31

0

(0。0)

28

0
(0.0)

25

0
(0.0)

21

2
(9.5)

13

3
(30.4)

5

0
(30.4)

18～23

m.

Numberobserved

Numberaggravated

22

(4.5)

20

(9.3)

17

0
(9.3)

15

0
(9.3) )

3

1

2

1

◎
61(

9

1
(25.4)

3

0
(25.4)

Tota1

Numberobserved

Nu血beraggravated

Numberobserved

Numberaggravated

31

0
(0.0)

136

3
(2.2)

30

0
(0.0)

127

2
(3.8)

26

0
(0.0)

113

0
(3.8)

24

0
(0.0)

100

1
(4.8)

21

1
(4.8)

82

6
(11.7)

12

0
(4.8)

53

6
(21.7)

2

0
(4.8)

19

0

(21。7)

N。te8・Figure・i卯arenthe・i・den・tethec犠m・1ativerate。faggravati・ 塁 ・alcu!atedbylifetabl
emeth。d.
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Table9.Radiol6gi℃arAggraマatio擁aftertheCessation炉ofChemotherapy

intheCasesofCCTypeL£sionattheEndofRetreame飢,

byAgeGroupandDurationofChemotherapy

427

Duratio簸ofobsα ▼atio蕊after
theendche雛otheτapy

D轍ratioaof
treatment

～56
～11斑.12～17m,18～23錦 薩。

血o無ths.
24～35宏n。36～59m。 60加.～

＼ 　～

蓼

ユ0～29

yearsold

6～11

months.

N犠mberobserved

Numberaggravated

82

1
(1.2)

78

3
(4.9)

69

1
(6.2)

59

0
(6.2)

56

2
(9.6)

43

2
(13.8)

23

2
(20.3)

12～17

m.

Numberobserved

Nuπ1beraggravated

97

2
(2.1)

93

3
(5.2)

82

2
(7.6)

69

0
(7.6)

57

0
(7.6)

{
40

0
(7.6)

18

1
(12.7)

18～23

m.

Numlx∋ro「bserved

Numbαaggravated

44

0
(0.0)

43

1
(2.3)

38

2
(7.5)

30

0
(7.5)

24

0
(7.5)

16

0
(7.5)

3

0
(7.5)

24m.～

Numbeτobserved

Numbαaggravated

59

0
(0.0)

58

0
(0.0)

43

1
(2.3)

35

1
(5.0)

24

2
(12.9)

16

1
(18.3)

4

0
(18.3)

Total

Numberobserved
ド

Numbe驚aggfavated

282

3

α 。1)
"

272

7
(3.3)

232

5。 、

(5.4)

193

1

、(5・9)

161

.4
(10.4)

115

4
(13.5)

48

3
(18.9)

「

コ30years

oldandover

6～11

m.

Numberobserved

Numberaggravated

73

0
(0.0)

72

1
(1.4)

63

0
(1.4)

魑「

58

α

(1.4>

50

0
(1.4)

42

1
(3.8)

22

0
(3.8)

5

12～17

m。

Numberobserved

Numberaggravated

59

0

(0。0)

56

1
(1.8)

53

0
(1.8)

50

1
(3.8)

43

0
(3.8)

26

3
(14.9)

13

0
(14.9)

18～23

m.

Numberobserved

Numberaggravated

33

0
(0.0)

33

0
(0.0)

27

0
(0.0)

24

0
(0.0)

22

1
(4.5)

14

2

(18。2)

5

0
(18.2)

24m.～

Numberobserved

Numberaggravated

43

1

(2。3)

39

0

(2。3)

36

0

(2。3)

32

0
(2.3)

21

0

(2。3)

13

0
(2.3)

4

0
(2.3)

Tota1

Numberobserved

Numberaggravated

208

1
(0.5)

200

2
(1.4)

179

0
(1.4)

164

1
(2.0)

136

1

(2、7)

85

6
(9.5)

44

0

(9。5)
r

Notes:Figuresi駆parethesi8de獄otethecum犠1ativerateofaggravatio織calc越1atedby蕊feta「bIe田ethQd.
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Table10.RadiologicalAggravatioaaftertheCessationofChemotherapy・bythe

RegimenofChemotherapyinOズigina1-TズeatmentCases

D購rationofob8ervatio繊after七heendof
che血otheτapy(mo登ths)

～5血. 6～11血.12～17血.18～23m.24～35m.36～47血. 48潤1.～

Numberobserved 291 283 246 206 163 99 45

SIp

十
Numberaggravated 2 4 2 1 0 1 3

Idp Cumulativerateof
aggravation(%) 0.7 2.09 2.88 3.35* 3.35* 4.32* 10.72

Numberobserved 291 274 229 190 169 116 79

Regimenof
Sip

↓
N㎜ 悦raggravated 3 6 2 3 7 1 2

chemotherapy

～

Iip Cumulativerateof
aggravation(%)

1.03 3.20 4.04 6.55* 10.38* 11.15* 13.27

Numberobserved 291 276 226 190 161 111 67

Iip
Numberaggravated 5 8 4 1 5 8 2

Cu田ulativerateof

aggravation(%)
1.74 4.54 6.23 6.73* 9.62* 16.12* 18.63

嘩Differencebetweeathe¢ 繊m犠1at最Vorateofaggravatio登by曲eregi撫e獄ofchemotherapyissiga温caatat5%1eve1.

Table11. Radi◎10gicalAggravationaftertheCessatio捻ofChem◎therapyI》ythe

Maxima1-SizeofLesionattheEndofOrigimlTreatment

Duratio塾ofob8αvatioaafterthee簸dof
che1糠othera】 ρy(澱0織ths)

～5】戯 . 6～Um.12～17斑.18～23m.24～35血.36～47盤. 48】m.～

MaximalSize
oflesionat
theendof
Chemotherapy

～0。5

cm

Numberobserved

Numberaggravated

Cumulativerateof
aggravation(%)

聞

2

0.37

530

10

2.25

457

3

2.89

380

4

3.91

319

7

6.02

217

6

8.61

121

6

13.13

0.5c瓢

～1
cm

Numberobserved

Numberaggravated

Cumulativerateof
aggravation(%)

菊

6

5

1.1

1

0
り

25

2.81

430

6

4.17

360

4

5.23
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  The Results and Follow-up Study of the Am-

bulatory Chemotherapy on Pulmonary Tuberculo-

sis. Report 5. Analysis on the factors influencing 
the aggravation after the cessation of chemothe-

Tapy. No.  1. On the influence of the extent of 

pulmonary lesion at the end of treatment and 
that of the regimen of chemotherapy. 

  In the previous reports, the anthors made analy-

sis on the factors influencing the radiological ag-

gravation after the cessation of chemotherapy and 
came to the conclusion that the aggravation was 

different by age, duration of chemotherapy, maxi-
mal size and type of pulmonary lesion at the end 

of treatment. 

 In the present report, the authors made further 

analysis on the factors influencing radiological ag-

gravation after the cessation of treatment on 3464 
cases of pulmonary tuberculosis treated at out-pa-

tient clinics of Japan Antituberculosis Association. 
Among 3464 cases, 2520 were original treatment 

cases and 944 were retreatment cases , and and 
follow-up period after the cessation of treatment 
was the following : 0---1 year 710, 1. 1-2 years 

815, 2. 1-3 years 622, 3. 1--5 years 856, and longer 

than15 years 461.

  When analysis was made on one factor, compari-

son was carried out among cases with the same 

back ground factders regarding other factors . 
 The results were as follows : 

 1) Radiological aggravation after the cessation of 

chemotherapy was significantly lower in the group 

consisted of cases treated by INH daily and PAS or 

triple drug combination with SM, INH and PAS 

(SM twice weekly) than the group treated by SM 
twice weekly and PAS followed by INH twice we-

ekly and PAS or the group treated by INH twice 

weekly and PAS. The difference among the latter 

two groups was not significant. 

 2) No significant difference was found in radi-

ological aggravation after the cessation of chemo-

therapy between the group with maximal size of 

pulmonaly lesion smaller than O. 5 cm at the end of 

treatment and that with O. 5-0. 9 cm. 

 3) Radiological aggravation was significantly 

higher in the group with extent of pulmonary lesion 

1/6-1/3 of one lung field at the end of treatment 

than that with less than 1/6, but no significant dif-

ference was found between the group with 1/6-1/3 

and that with 1/3-1 lung field.


